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　稲作は、道南より北の地域では難しいと考えら
れていましたが、そのことにも負けず挑戦し成功
させたのは中山久蔵でした。この米は「赤毛」と
いう品種で、成功から今年でちょうど150年の節
目の年になります。

　

中
山
久
蔵
は
、
現
大
阪
府
南
河
内
郡
太

子
町
の
出
身
で
、
仙
台
藩
に
仕
え
た
後
、

明
治
4
年
、
44
歳
の
時
に
島
松
沢
に
入
地

し
ま
し
た
。

　

明
治
6
年
、
久
蔵
は
現
在
の
旧
島
松
駅

逓
所
の
場
所
に
永
住
を
決
意
し
移
り
住
み
、

こ
の
年
に
赤
毛
の
栽
培
を
試
み
ま
し
た
。

稲
作
に
向
い
て
い
な
い
水
温
の
低
い
地
域

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
水
を
温
め
る
工
夫

を
し
、
同
年
、
苗
は
見
事
に
育
ち
ま
し
た
。

　

久
蔵
の
功
績
を
世
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
明
治
40
年
頃
に
発
行
さ
れ
た
中
山
久
蔵

遺
蹟
録
に
は
、「
明
治
6
年
、水
田
を
開
き
、

赤
毛
を
渡
島
国
亀
田
郡
大
野
村
か
ら
購
入

し
て
播
種
し
、
生
育
良
好
に
し
て
一
反
歩

に
換
算
し
て
二
石
三
斗
の
好
結
果
を
得
た
」

な
ど
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
収
穫
量

を
現
在
の
単
位
で
考
え
る
と
10
ａ
に
換
算

し
て
３
４
５
㎏
に
な
り
ま
す
。
久
蔵
は
そ

の
後
も
稲
作
を
続
け
、
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
安
定
し
た
収
穫
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
赤
毛
は

そ
の
後
、
北
海
道
米
の
奨
励
品
種
（
道
内

で
普
及
す
べ
き
と
し
て
認
定
し
た
優
れ
た

品
種
）
第
1
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
12
年
、
久
蔵
が
作
っ
た
赤
毛
が
初

め
て
世
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
米
を
栽
培
し
た
い
と
志
す
者
に
対
し

て
無
償
で
種
も
み
を
配
布
し
、
寒
地
で
の

稲
作
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
約
30
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
、
時
に
は
稲
作
指
導
の
た
め
自
身
も
各

地
に
赴
い
て
い
ま
す
。

　

明
治
43
年
に
は
、
永
山
村
（
現
旭
川
市
）

農
会
か
ら
、
久
蔵
が
配
布
し
た
種
も
み
に

よ
り
稲
作
が
良
い
成
績
を
収
め
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
状
を
受
け
て
い
ま
す
。　

　

難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
寒
地
で
の
稲
作

の
普
及
に
尽
力
し
、
北
海
道
が
一
大
米
作

地
帯
と
な
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。
永
山
村　

農
会
の
感
謝
状
は
旧
島
松
駅
逓
所
で
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

久
蔵
は
、
北
海
道
の
稲
作
収
穫
量
が
１

０
０
万
石
（
1
石
は
約
１
０
０
０
合
）
を

達
成
す
る
こ
と
を
夢
見
て
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
こ
れ
を
達
成
す
る
1
年
前
の

大
正
８
年
に
92
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
赤
毛
の
遺
伝
子
は
、
北
海
道
米
の

品
種
で
あ
る
「
な
な
つ
ぼ
し
」
や
、「
ゆ
め

ぴ
り
か
」
な

ど
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら

久
蔵
は
、「
寒

地
稲
作
の
祖
」

な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

問合せ　エコミュージアムセンター　　　　　　　　
　　　　知新の駅（☎373‐0188）

成功して150年
寒地稲作に

永山村農会からの感謝状
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中
山
久
蔵
の
公
私
に
よ
る
努
力
の
原
点

は
、
中
山
久
蔵
遺
蹟
録
の
一
文
「
～
嘉
永

六
年
マ
テ
江
戸
大
阪
及
ヒ
諸
国
ノ
間
ニ
流

寓
シ
一
モ
得
ル
所
ナ
シ
～
（
嘉
永
６
年
ま

で
は
江
戸
や
大
阪
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
地

域
を
放
浪
し
て
居
住
し
た
り
も
し
た
が
、

一
つ
も
得
る
も
の
が
無
か
っ
た
）」か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

未
だ
に
何
も
成
し
遂
げ
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
た
久
蔵
は
、
強
い
志
を
も
っ
て
何

事
に
も
挑
戦
し
、
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
自
作
の

作
物
を
品
評
会
に
出
品
す
る
こ
と
が
幾
度

か
あ
り
ま
し
た
。
明
治
10
年
に
は
第
一
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
稲
を
出
品
し
、
優
れ

た
作
物
で
あ
る
と
し
て
大
久
保
利
通
内
務

卿
か
ら
賞
状
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

稲
作
ば
か
り
で
な
く
畑
作
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
明
治
17
年
に
は
岩
手
県
勧
業
博

覧
会
へ
小
豆
を
出
品
す
る
な
ど
、
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
続
け
る
篤
農
家
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
14
年
、
明
治
天
皇
が
北
海
道
を
訪

問
す
る
こ
と
と
な
り
、
久
蔵
宅
は
昼
食
休

憩
の
た
め
の
御
昼
行
在
所
（
御
休
憩
所
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
久
蔵
は
明
治
天
皇

の
訪
問
に
際
し
、
エ
ン
ジ
ュ
、
カ
ツ
ラ
、

ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
質
の
良
い
材
料
を
使
い
、

面
積
２
０
０
坪
の
宅
地
に
建
坪
88
坪
の
玉

座
（
天
皇
の
座
る
場
所
）
な
ど
を
自
費
１

３
５
０
円
か
け
て
新
築
し
ま
し
た
。

　

明
治
14
年
9
月
2
日
、
明
治
天
皇
は
久

蔵
宅
に
到
着
し
、
久
蔵
が
作
っ
た
米
を
食

べ
、
米
作
り
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
久
蔵
は
、
明
治
6
年
か
ら
13

年
ま
で
に
収
穫
し
た
赤
毛
を
見
せ
た
と
い

い
ま
す
。
こ
の
時
に
明
治
天
皇
か
ら
は
、

行
在
所
を
新
築
し
た
褒
美
と
し
て
金
３
０

０
円
や
御
紋
付
三
組
銀
杯
の
ほ
か
、
昼
食

を
務
め
た
こ
と
で
金
25
円
な
ど
を
賜
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
明
治
天
皇
と
は
親
交
が
あ
り

ま
し
た
。
明
治
24
年
、
侍
従
で
あ
っ
た
片

岡
利
和
が
北
海
道
を
視
察
し
た
際
、
明
治

天
皇
か
ら
の
土
産
品
を
久
蔵
へ
届
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
に
捧
げ
た
米
を
栽
培
し
た
久

蔵
の
田
は
、
神し

ん
せ
ん
で
ん

饌
田
（
祭
礼
に
お
い
て
神

様
に
捧
げ
ら
れ
る
稲
を
つ
く
る
水
田
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
山
久
蔵
は
、
駅
逓
所
の
業
務
に
も
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。
駅
逓
所
と
は
、
交
通

の
不
便
な
土
地
に
人
が
宿
泊
で
き
る
施
設

と
人
馬
を
備
え
、
物
資
の
輸
送
な
ど
を
行

う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

久
蔵
は
明
治
17
年
、
札
幌
県
駅
逓
係
か

ら
4
代
目
駅
逓
取
扱
人
の
命
を
受
け
、
正

式
に
駅
逓
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
の
明
治
13
年
に
は
、
旅
行
者
の

記
録
に
島
松
で
の
宿
泊
は
中
山
家
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
業
務
が
引
き
継
が
れ
つ
つ
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
30
年
に
島
松
駅

逓
所
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
駅
逓
業
務
は
中

山
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
各
地
に
設
置
さ
れ
た
駅
逓
所
は
、

延
べ
６
０
０
カ
所
以
上
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

旧
島
松
駅
逓
所
は
、
明
治
以
降
最
も
早
く

主
要
道
の
札
幌
本
道
（
現
国
道
36
号
）
沿

い
に
設
置
さ
れ
た
駅
逓
所
で
、
道
内
に
現

存
す
る
駅
逓
所
の
中
で
は
最
古
の
も
の
で

す
。ま
た
、
北
海
道
の
交
通
や
産
業
に
か

か
わ
る
近
代
史
の
一
断
面
を
今
に
伝
え
る

も
の
と
し
て
、
と
て
も
貴
重
な
史
跡
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
旧
島
松
駅
逓
所
は
北
広
島
市
の

観
光
名
所
の
一
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
観

覧
さ
れ
て
い
ま
す
。

中山久蔵

旧島松駅逓所

神饌田（昭和３年）
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　昭和59年、北広島市の開基100年の節目を迎えるにあたり、赤毛を
絶やしたくないという気運が高まり、平成４年に北広島市水稲赤毛種
保存会が正式に発足しました。保存会の規約に「この会は、当市が寒
地稲作発祥の地であり、その栽培種である赤毛を末永く保存栽培し、
郷土意識の普及に寄与することを目的とする」とあり、現在も会長の
三戸修さんを中心に普及活動などを続けています。
　この活動の一つに稲作体験があります。旧島松駅逓所の見本田では
毎年、西部小学校の４年生の児童が田植えから稲刈りまでの体験を行
っています。刈り取り後は、学校に持ち帰り、昔ながらの脱穀などの
体験を行っており、これらの活動は保存会の指導を受けて実施してい
ます。最後には、給食時間にあわせおにぎりなどを作って食べていま
す。そのほか、学校給食用として市内の小学４年生に提供していて、
久蔵の功績を学ぶとともに、当時の食味を体験できる機会となってい
ます。

　令和４年に、赤毛が北海道遺産に認定されました。
　赤毛が選定された理由は、これまでの赤毛に係る活動があります。北広島市水
稲赤毛種保存会の教育普及に関する栽培、保存、継承などに加え、北広島商工会
が「きたひろしま開拓プロジェクト」で企画、開発、販売などを行っており、郷
土意識の醸成や地域の活性を図ってきました。これらの活動が認められ、北海道
遺産として選定されました。

受
け
継
が
れ
る
赤
毛

　北海道遺産は、平成13年から始まり「次世代に引き継ぎたい北海道ならでは
の宝物」として、豊かな自然や北海道に生きてきた人々の歴史、文化、生活・
産業など有形無形の価値の中から選定されます。

北海道遺産に認定されました

北広島市水稲赤毛種保存会
会長　三戸修さん
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寒地稲作に成功して150年

　ほかにも、イベント開催を予定しています。
詳しくは広報北広島でお知らせします。

寒地稲作成功150周年記念事業

赤毛を使った商品
　北広島商工会が中心となって赤毛
を用いた商品開発やＰＲを行ってい
ます。取扱店など詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

７月９日㈰

　中山久蔵が暮らしていた西部地区の遺
産を見て歩きます。

発見の小
こ

径
み ち

を歩く

９月９日㈯

　バスで移動しながら市内各地で米に関
することを学びます。

地域遺産発見！バス見学ツアー

10月28日㈯～令和６年２月25日㈰

　中山久蔵と赤毛に関する内容について
展示します。また、久蔵のふるさと、太
子町との連携事業です。

企画展「中山久蔵展～第２弾」

７月15日㈯～23日㈰、10月14日㈯～
22日㈰

　旧島松駅逓所をライトアップすること
で、幻想的な空間が広がります。

旧島松駅逓所のライトアップ

５月18日㈭、６月21日㈬、９月13日㈬

　旧島松駅逓所の見本田で、田植え・除
草・稲刈りの体験を実施します。

旧島松駅逓所で赤毛を育てよう！

９月23日㈯

　中山久蔵の功績や赤毛についての講演
を行います。

記念フォーラム

　この事業は、サマージ
ャンボ宝くじの収益金を
活用しています。

他にもこんな商品があります

赤毛米焼酎1873
　1873年（明治
６年）に中山久
蔵が赤毛の稲作
に成功したこと
にちなみ、公募
で名称を1873と
決定しました。

純米吟醸原酒久蔵翁
　使用する種子
由来の違いから
製造販売を中止
していましたが、
令和６年の初夏
に店頭に復活す
る予定です。

きたひろクッキー さけかす（食パン）きたひろまいピー
ロール 発芽玄米パンきたひろジンギス

カン

赤毛米貴醸酒2023
　北海道ボール
パークＦビレッ
ジの開業祝いと
して企画され、
寒地稲作150年
の節目に披露さ
れました。
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